
 

 

平成 29年度研修  

建 築 Ｒ Ｃ 構 造 
  （隔年実施） 

    

共 催 一般財団法人 全国建設研修センター 

 一般社団法人 公 共 建 築 協 会 
後 援 国 土 交 通 省 

 全国知事会・全国市長会・全国町村会 

 

近年、頻発する地震やさまざまな自然災害に対する安全性、また建築士法や建築基準

法による規定など、鉄筋コンクリート造（ＲＣ造）建築物に対する要求は多様化してい

ます。 

本研修は、建築構造設計基準・鉄筋コンクリート構造計算基準を基に現場の実務に精

通した講師陣により構造計算演習と理論等を組み合わせ、分かり易く解説します。 

特に演習では、モデル建築物の構造計算を講師の指導により、実際にご自身で計算を

していただきますので、鉄筋コンクリート造の設計・施工に携わる方々にとって大変有

意義な研修となっております。 

また、全国の実務担当者との交流を図る貴重な機会として好評を得ています。 

皆様のご参加をお待ちしております。 

 

【 受講された方々の声 】 

・限られた時間の中で講義と演習があり内容の濃い研修でした。ＲＣ構造の計算について

順序を確認しながら問題を通じて学ぶことができました。 

・演習形式で、不明な点もその場で答えていただけるので、理解しながら学ぶことができ

る充実した内容でした。 

・講義内容も充実していたが、特に印象に残ったのは講師の方が、熱心に指導してくれたこ 

とです。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

研修期間   平成２９年８月２１日（月）～ ８月２５日（金）５日間 

研修場所   一般財団法人 全国建設研修センター 研修会館 

〒187－8540 東京都小平市喜平町２－１－２ 

TEL  042－324－5315   http://www.jctc.jp/ 

  当センターのホームページよりインターネットで研修の申込みができます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◎ 本研修は、建築Ｓ構造研修と隔年で実施しておりますので、是非この機会を逃さずご参加下さい。 
 

※受講経費の助成制度がある道県（政令市を除いた市町村職員の受講が対象となります。） 

北海道・青森・岩手・栃木・群馬・神奈川・新潟・富山・山梨・岐阜・静岡・奈良・和歌山・岡山・山口・徳島・熊本・大分・宮崎の 19 道県  

詳細は、各市町村振興協会にお問い合わせください。 

  
 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 当センターの研修につきまして下記のとおりご案内申し上げますので、受講者の 
派遣方につきまして格別のご高配を賜りたくお願い申し上げます。 
 

ご 案 内 





講義 講　　　　　　師

時間 所　　　　　　属 氏　　名

8:30 ～ 8:45 受            付

8:45 ～ 9:30 オリエンテーション・開講式

8/21

(月)
10:30 ～ 15:00

8/22 （演　習　内　容）

(火)
構造計算演習のオリエンテーション

　・　一般事項

　・　準備計算（荷重設定、部材剛性の算出、CMQの算出など）

　・　二次部材の設計（スラブ、小梁の検討）

18:30 ～

応力計算

8/23 9:00 ～ 18:30 　・　固定法による鉛直荷重時応力の算出

(水)
　・　D値法による水平荷重時応力の算出

　・　ねじれの検討

部材断面の算定の概要と断面算定の一部

18:30 ～

主架構の部材断面算定

8/24 9:00 ～ 18:30 　・　応力計算結果を元に部材断面を設計

(木)
　・　基礎の設計（杭、地中梁の検討）

保有水平耐力の計算の概要

　・　部材の曲げ終局強度（MU）の計算

　・　骨組みのメカニズム時の耐力算定

18:30 ～

　・　骨組みのメカニズム時の耐力算定（残り）

8/25 9:00 ～ 15:00 　・　せん断設計（耐震壁の設計）

(金)
　・　部材の種別判定と集計

　・　Ds値の計算

電算機による構造計算書と本構造計算
（手計算計算書）の比較検討

15:00 ～ 15:15 閉講式
合計 38.0h 講義 9.5h

演習 28.5h

【参考】 H29年の演習で構造計算する建物の概要
東京23区内（地表面粗度区分Ⅲ） ・軒　　 高 7.3m
事務所 ・延床面積 1F:252㎡、2F:252㎡、合計504㎡
RC造（耐震壁付ラーメン構造） ・地　　盤 第2種地盤
地上2階、地下なし ・基礎形式 既製コンクリート杭基礎
7.9m ・塔 状 比 7.3/14＝0.521＜4.0　※塔状比＝高さ÷見付幅

※教科目及び講師については変更することがあります。

阪口　暁洋

(昼休み1.0h)

(昼休み1.0h)

官庁営繕における
構造関係基準の体系

構　造　計　画

自主演習

演習・解説

平成29年度研修　「建築RC構造」　時間割

講　義　日　時

田　中　　宏　明9:30 ～ 10:20 1.0h

国土交通省
大臣官房 官庁営繕部 整備課
官庁施設防災対策官

～ 18:10 3.0h

株式会社日建設計
エンジニアリング部門 構造設計グループ
副代表　構造設計部長

小　板　橋　　裕　一

清水　欽也

坂本　隆之

清水　豊和

～

～

8.5h

自主演習

演習・解説

11:00
仕様と設計実務における
留意点

12:00

小　板　橋　　裕　一

一 般 社 団 法 人
公 共 建 築 協 会
教 務 専 門 委 員

演習・解説

(昼休み1.0h)

(昼休み1.0h)

9:00
株式会社日建設計
エンジニアリング部門 構造設計グループ
副代表　構造設計部長

3.5h

東京理科大学
工学部第二部 建築学科
名誉教授

6.5h

構　造　力　学

2.0h

15:10

寺　本　　隆　幸

・最高高さ

教　　科　　目

8.5h

5.0h

演習・解説

18:30

・用　　途
・構造種別
・階　　数

自主演習

・建築場所

五洋建設株式会社 
建築部門 建築本部 
建築設計部 
品質監理チーム 専門部長 

五洋建設株式会社 
建築部門 建築本部 
建築設計部グループ長 

五洋建設株式会社 
建築部門 建築本部 
建築部門担当 顧問 

五洋建設株式会社 
建築部門 建築本部 
建築設計部 課長 



平成 29 年度研修 「建築ＲＣ構造」申込書 
一般財団法人 全国建設研修センター L108 
ふ り が な  年 令 ・ 性 別 

氏 名  
             □ 男 
満        才 
             □ 女 

最 終 学 歴 □大学院   □大 学   □短大   □高専   □専門学校 
□高 校   □その他                                  科卒業／修了 

当研修に関する経験年数           年       ヶ月 役 職 名                   □事務 □技術 

勤 務 先 

(勤務先名) 

                      部                  課 ℡ 
E-mail ＠ 

勤 務 先 種 別 □国､地方公共団体    □独立行政法人等     □技術センター､財団､社団 
□建設業者           □コンサルタント     □その他 

勤 務 先 所 在 地 
〒    － 

研 修 経 費 納 入 方 法 研 修 会 費   □振 込   □持 参 宿 泊 費   □振 込   □持 参 
前日宿泊（8 月 20 日） 希望する   希望しない  

◎ 前日宿泊の希望は、（希望する 希望しない）のいずれかを○で囲んでください。 

※ 申込書に記入された氏名、年齢等の個人情報は、研修を円滑に実施するためのものです。 

  申込書の記載事項は、研修の事務連絡及び実施に必要な書類等の作成以外の目的では利用いたしません。 

＜建築 RC構造研修＞ 

受講者派遣機関名  

所 在 地 

〒    －                     ℡ 

派 遣 事 務 担 当 者 

     所 属 ･氏 名  

 

ｷ ﾘ ﾄ ﾘ ｾ ﾝ  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【参考】平成 29年度、当センターが実施いたします建築部門の研修は次のとおりです。 

研 修 名 対象者 
日

数 
期間 

研修会費 

（円／人）  
研 修 名 対象者 

日

数 
期間 

研修会費 

（円／人）  
研 修 名 対象者 

日

数 
期間 

研修会費 

（円／人）  

建築施工マネジメント 一般 3 4/26(水) 60,000  建築設備（空調） 一般 9 7/24(月) 120,000  建築工事監理Ⅱ 行政 5 10/2(月) 95,000  

建築工事監理Ⅰ 行政 5 5/15(月) 95,000  建築リニューアル 一般 3 7/26(水) 69,000  公共建築設備工事積算（電気） 行政 3 10/31(火) 63,000  

建築設備工事監理 一般 4 5/30(火) 75,000  建築 RC 構造 一般 5 8/21(月) 97,000  木造建築物の設計・施工のポイント 一般 3 11/7(火) 69,000  

建築基準法（建築物の監視） 行政 5 6/12(月) 93,000  建築確認実務Ⅱ 一般 4 9/12(火) 70,000  建築設計  一般 5 11/13(月) 85,000  

建築確認実務Ⅰ 一般 4 6/19(月) 70,000  建築物の環境・省エネルギー 行政 3 9/13(水) 67,000  建築設備（電気） 一般 10 11/29(水) 141,000  

建築工事のポイント 一般 4 6/27(火) 79,000  BIM 一般 2 9/21(木) 50,000  建築物の維持・保全 一般 4 H30 1/16(火) 84,000  

女性技術者による建築計画 一般 3 7/12(水) 64,000  公共建築工事積算  行政 5 9/25(月) 90,000       

※｢行政｣ … 国及び地方公共団体、独立行政法人等の職員を対象とした研修 ／ ｢一般｣ … 行政、民間の職員を対象とした研修 
 研修のしおりはホームページ「受講にあたって」からご覧になれます。 

 平成 29年度に実施する研修の実施計画についてはホームページで閲覧できます。ホームページアドレス http://www.jctc.jp/ 


